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ＮＦＡＪボーンデジタル映画のアーカイビング

ボーンデジタル映画の保存にむけて：学生映画・大学篇

2019 年 10月20日（日）15：20 ～16：45

於・神戸映画資料館

<プログラム >

 １．ごあいさつ 

  神戸芸術工科大学 教授・橋本英治
  全国映画教育協議会 会長／名古屋学芸大学 教授・渡部眞
  国立映画アーカイブ 特定研究員・岡本直佐
  （司会）国立映画アーカイブ 客員研究員 ・元村直樹

 ２．教育機関における学生制作作品の保存について
  

 ３．『嗚呼 満蒙開拓団』について
  国立映画アーカイブ 研究員・三浦和己

 ４．質疑応答

平成 31年度 美術館・歴史博物館重点分野推進支援事業
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日本映画大学
映画学部映画学科

日本大学
芸術学部映画学科

東京藝術大学
大学院映像研究科

調 査 日 2018 年 6月19日 2018 年 7月2日 2018 年 7月3日

保 存 対 象
卒業制作（30～70分×4～5本）、
実習（20 本程度）すべて

卒業制作（10 ～30 分×約 30 本）
その他の実習は優秀作品のみ

修了制作（70 ～ 90 分×4 本）
を含む撮影実習はすべて

著 作 権 大学と学生共有 大学と学生共有 大学

保存の取り決め 特にない
映画学科作品制作規定に明文化。
10 年保存を義務。年に1回保存
を検討する会議がある

特にない

撮 影 素 材 卒業制作（ドラマ）のみ保存 保存しない 修了制作のみ保存

カ メ ラ SONY F5、SONY FS7 など

ARRI ALEXA、ARRI AMIRA、
RED SCARLET、SONY F55、
Panasonic Varicam35、SONY 
F3、BM URSA Mini など

SONY F65、SONY F5、
SONY F3

撮影フォーマット XAVC など ARRI RAW、RED CODE、XAVC F65 RAW、 MPEG SStP など

録 音 素 材 卒業制作（ドラマ）のみ 保存しない 保存

中 間 素 材
音仕上げ用リファレンス映像、
ステム音声

保存しない 保存しない

編 集 情 報

卒業制作（ドラマ）のみ、OMF、
AAF、ProTools ダビングセッショ
ン（全実習）、DaVinci Resolve
プロジェクト

保存しない
大学としては保存しないが、サウ
ンドデザイン領域では ProTools
セッションを保存

編 集 ア プ リ Avid Media Composer
Avid Media Composer、
Apple Final Cut Pro、
Adobe Premiere Pro など

Avid Media Composer、
Apple Final Cut Pro、
Adobe Premiere Pro など

原 版 デ ー タ Apple ProRes 422HQ Apple ProRes 422HQ Apple ProRes 422HQ 以上

流通用データ DCP、BD 作成せず
DCP、BD、DVD、 オ ン ラ イン
（Vimeo 非公開）

保 存メディア
ファイルサーバ×2、HDD×2を
期毎、アーカイブ用 BD

外付 HDD(RAID)×２、
BD(DATA)、LTO を試験的に導
入

外付 HDD(RAID)×1、ファイル
サーバ×1、DVD、オンライン、
LTO、ODA

保 管 方 法
2つの部屋に 2つのサーバを分け
て保管。他の部屋にHDDを2つ
保管。他の部屋でDCP を保管

2つの部屋に 2つの外付
HDD(RAID) を分けて保管

2つの部屋に外付 HDD(RAID)と
サーバを分けて保管

メディアの確認 利用がある度 確認していない
外付 HDD(RAID) はほぼ毎日
サーバはほぼ毎週

ファイルの確認 利用がある度 確認していない 利用がある度

作品情報・メタデータ Excel に一覧として記入 冊子『映像研究』に記載 データベース（File Maker）

各大学の学生作品の保存状況
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東北芸術工科大学
デザイン工学部映像学科

神戸芸術工科大学
芸術工学部映像表現学科

大阪芸術大学
映像学科

調 査 日 2018 年 7月17日 2018 年 7月20日 2018 年 9月13日

保 存 対 象
卒業制作（時間様々×約 30 本）
のみ

卒業制作（30 分以上×約 15 本）
は優秀作品のみ。実習はすべて

卒業制作（時間様々×約 30 本）
と実習（約 7分×8～ 9 本、時間
様々×約 20 本、ほか）すべて

著 作 権 学生 学生 学生

保存の取り決め

特にない。大学全体として優秀作
品を買い上げ保存する取り決めが
ある。ただし必ず映像作品が選ば
れるわけではない

特にない。優秀作品を大学広報用
に買い上げ保存している

特にない

撮 影 素 材 保存しない 保存しない 保存しない

カ メ ラ

SONY F55、SONY F3、
SONY EX1、SONY EX3、SONY  
AX100、 BM URSA Mini4K、
Panasonic DVX200

BM Pocket Cinema Camera 
4K、SONY α7SII、Panasonic 
GH5 などから外部レコーダー収録

ARRI ST、ARRI SR、SONY 
EX1、 SONY NX100、RED 
ONE(MX)、RED SCARLET など。
学生所有のDSLR、BMカメラ

撮影フォーマット MPEG2(MPEG HD422)
Black Magic RAW、Apple 
ProRes 422HQ

MPEG2、AVCHD、RED CODE
など

録 音 素 材 保存しない 保存しない 保存しない

中 間 素 材 保存しない 保存しない 保存しない

編 集 情 報 保存しない 保存しない 保存しない

編 集 ア プ リ Adobe Premiere Pro など
Adobe Premiere Pro
DaVinci Resolve など

Adobe Premiere Pro、
Avid Media Composer、
Apple Final Cut Pro など

原 版 デ ー タ Apple ProRes 422HQ Apple ProRes 422HQ DVD Video、Blu-ray Video

流通用データ DCP（長尺のみ） DCP、BD DVD、BD

保 存メディア 外付 HDD(RAID)×1 外付 HDD×1、DVD、BD DVD、BD

保 管 方 法
1つの部屋に1つの外付
HDD(RAID) を保管

1つの部屋に期毎に1つの外付
HDDに保管

1つの部屋にDVDまたは BDを
2部ずつ保管

メディアの確認 確認していない。4 年毎に更新 利用がある度 確認していない

ファイルの確認 確認していない 利用がある度 確認していない

作品情報・メタデータ 記録していない 簡易記録のみ 発表会のパンフレットに簡易記録
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桜美林大学
芸術文化学群映画専修 (2017年度まで）

武蔵野美術大学
造形構想学部映画学科

名古屋学芸大学
メディア造形学部 映像メディア学科

調 査 日 2019 年 5月21日 2019 年 7月2日 2019 年 8月29日

保 存 対 象
卒業制作（20 ～ 40 分×2 本、
他小さい作品）、実習（11分未満
本×3 本、16 分未満×2本）

卒業制作（60 分以下×15～20
本）、進級制作（30 分以下×15
～20 本）、実習（5～10 分×6
～8 本／10 分×30 ～ 40 本）
※実写ドラマのみ

卒業制作（30 ～ 40 分×約 5 本）、
実習（20 分程度×約 5 本）

著 作 権 大学 学生 大学と学生共有

保存の取り決め 制作マニュアルに明文化 特にない 特にない

撮 影 素 材 保存 保存しない 保存しない

カ メ ラ
SONY PXW-FS7、SONY HVR-
A1J、SONY HVR- Z5J、SONY 
PMW-EX

Canon C200、Canon C300、
Canon 5D MarkIII、Canon 
XC10、Canon XA30、
Panasonic HC-X1000、Canon 
XF100 など

Canon C100、Canon 
C100mk2、RED ONE、BM 
Cinema Camera、SONY HXR 
NX5J

撮影フォーマット MPEG2、XAVC-intra MPEG2、H264、AVCHDなど
Apple ProRes422HQ、AVCHD
など

録 音 素 材 保存 保存しない 保存しない

中 間 素 材 保存しない 保存しない 保存しない

編 集 情 報
AAF、FCPプロジェクト、
ProTools ダビングセッション、
DaVinci Resolveプロジェクト

保存しない 保存しない

編 集 ア プ リ Apple Final Cut Pro Adobe Premiere Pro Adobe Premiere Pro

原 版 デ ー タ Apple ProRes 422HQ H264、Apple ProRes 422
Apple ProRes 422HQ、MP4
など

流通用データ DVD、BD DVD、BD MP4 をUSBメモリ

保 存メディア 外付 HDD×1、DVD、BD 外付 HDD×1、DVD、BD
NAS(HDD RAID)×1、外付
HDD×1、USBメモリ

保 管 方 法
1つの部屋にHDD を保管。他の
部屋と図書館にDVD を保管

1つの部屋にHDD、DVD を保管。
図書館にDVD、BD を保管

1つの部屋に NAS、他の部屋に
外付 HDDを保管

メディアの確認 利用がある度 利用がある度（年1回） 利用がある度

ファイルの確認 利用がある度 利用がある度 利用がある度

作品情報・メタデータ
DVDパッケージ、図書館データ
ベースに簡易記録

発表会パンフレット、図書館デー
タベースに簡易記録

発表会パンフレットに簡易記録

各大学の学生作品の保存状況
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立命館大学
映像学部

京都造形芸術大学
映画学科

調 査 日 2019 年 9月3日 2019 年 9月19日

保 存 対 象

卒業制作（30 分以内×2 本または
30 分以上×1本が 10 ～15 名分）、3
年ゼミ（15分以下×10 ～15 本）、実
習（3分程度×12 本／10 分以下×約
5 本／ 30 ～ 40 分×1～2 本）

卒業制作（30 ～ 90 分×5 本前
後）、実習（40 ～ 60 分×3～ 6
本／15～30 分×4～ 6 本／5
～10 分×5 本）

著 作 権 学生 学生

保存の取り決め 特にない 特にない

撮 影 素 材 実習の一部のみ保存 保存しない

カ メ ラ
Panasonic AJ-PX270、BM 
URSA Mini 4K など

Panasonic AG-AC130A、
Panasonic GH4、BM Pocket 
Cinema Camera、BM URSA 
mini Pro 4.6K、SONY FS700JK

撮影フォーマット AVC-Intra など
AVCHD、H264、Apple ProRes 
422HQなど

録 音 素 材 保存しない 保存しない

中 間 素 材 保存しない 保存しない

編 集 情 報 保存しない 保存しない

編 集 ア プ リ
Avid Media Composer
Adobe Premiere Pro
DaVinci Resolve

Adobe Premiere Pro
DaVinci Resolve

原 版 デ ー タ
XDCAM Mpeg422(一部の
実習 )、DVD Video、Blu-ray 
Video

DVD Video または Blu-ray 
Video

流通用データ DVD、BD DVDまたは BD

保 存メディア
外付 HDD×2( 実習の一部 )、
DVD、BD

DVDまたは BD

保 管 方 法
1つの部屋に外付 HDD、DVD、
BD

1つの部屋にDVD、BD

メディアの確認 利用がある度 利用がある度

ファイルの確認 利用がある度 利用がある度

作品情報・メタデータ 実習の一部は Excel に簡易記録 Excelと作品映像内に簡易記録
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映画の制作過程と生成されるデータ

1. 撮影素材の容量が大きくない、あるいはコンピュータの性能が十分であれば、そのまま編集するが、そうではない場合、オフライン編集
用のプロキシファイルを作成する。合成用の撮影素材の場合、仮に色調整され（プリグレーディング）、そこから、合成用のDPXまたは
OpenEXR 連番ファイルが書き出される。

2. プロキシファイルと現場で録音された音を仮ミックスしたものを用いて編集が行われる（オフライン編集）。編集された映像と音
の情報（EDL、OMF、AAF）が書き出され、同じく書き出された低解像度の映像とともに、音声編集ツールへと送られる。この
低解像度の映像は音を編集する際、参照するためのものである。

3. オフライン編集で生成された編集情報を元に、録音素材がトラック毎に並べられ、整音される。さらに効果、音楽が加えられ、仮
にバランスが整えられる（プリミックス）。台詞、効果、音楽をそれぞれのグループ（ステム）に分けて書き出される。

4. オフライン編集で生成された編集情報を元に、撮影素材が並べられ（コンフォーム）、グレーディングが行われる。

5. グレーディングされた映像は、原版（DSM=Digital Source Master）として、DPX連番またはApple ProRes ファイルなどに書
き出される。グレーディング済みの映像を再生しながら、最終的な音のバランスを調整し（ダビング）、音の原版として、WAVファ
イル（リニア PCM）に書き出される。

6. DSMを元に、用途別に流通用データが作成される。劇場上映用の映像、音声、字幕をまとめたDCP(Digital Cinema Package) を
作成する場合、DSMから書き出されたDCDM(Digital Cinema Distribution Master) を元に作成される。他の流通用データも、一
旦それぞれのマスターをDSMから作成した後、それを元に作成される。

1

2

3

4 5 6

撮影素材
RAW DNx
ProR H264

DNx...DNxHD,DNxHR

ProR...ProRes

EXR...OpenEXR

Proj... 各アプリケーションのプロジェクト

中間素材
DPX EXR
DNx ProR

中間素材
DPX EXR

中間素材
DPX EXR
DNx ProR

CG 素材
DPX EXR

中間素材
DNx ProR
LPCM

中間素材
MPEG2
DNx ProR

中間素材
LPCM

録音素材
LPCM

録音素材
LPCM

録音素材
LPCM

企画書 脚本 契約書 美術資料 完成台本 作品情報 メタデータ 宣伝資料

中間素材
DPX EXR
DNx ProR

編集情報
Proj EDL
OMF AAF

編集情報
PTF PTX
OMF AAF

中間素材
LPCM

編集情報
Proj

LUT CDL

字幕情報
XML SCC
STL...

編集情報
PTF PTX
OMF AAF

原版
DPX

DNx ProR

流通用
JPG2000
LPCM

原版
LPCM

原版

中間

情報量大・フォーマットが多様 情報量小・フォーマットが画一

流通

流通中間
TIFF
LPCM

流通中間
ProR
LPCM

流通中間
ProR
LPCM

撮影撮影

プリグレーディングプリグレーディング

ガイド映像ガイド映像

VFXVFX

CG 制作CG 制作

コンフォームコンフォーム

オフライン編集オフライン編集 オフライン情報オフライン情報

プリミックスプリミックス現場録音現場録音

効果効果 音楽音楽

グレーディング情報グレーディング情報

ダビングダビング

ミックス情報ミックス情報 ダビング情報ダビング情報

グレーディンググレーディング DSMDSM

DSMDSM

DCDMDCDM

Blu-ray マスターBlu-ray マスター

配信マスター配信マスター

流通中間
HDCAM SR
24P

放送マスター放送マスター

流通用
H.264
LPCM

流通用
H.264
AAC

Blu-rayBlu-ray

配信配信

流通用
HDCAM SR

60i

放送放送

DCPDCP
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各種データのおよその容量

データの種類 保存するねらい フォーマット およその容量（１時間あたり）

撮影素材
録音素材

再構築
修正
研究
再利用
資料

RAW
ARRI RAW、REDCODE、
Canon RAWなど

351GB (REDCODE 3:1, 4K, 24fps)

Apple ProRes 4444、422HQ
571GB (ProRes4444, 4K, 24fps)
381GB (ProRes422HQ, 4K, 24fps)

Avid DVxHD/DNxHR 444、HQ
672GB (DNxHR444, 4K, 24fps)
336GB (DNxHR HQ, 4K, 24fps)

H.264/MPEG-4 AVC All-I、IPB など 109GB (XAVC, 4K, 24fps)

リニア PCM WAV(24bit・48kHz) -

中間素材

静止画連番
合成用
（DPX、OpenEXR など）

648GB (DPX,16bit,Linear,4K,24fps)

Apple ProRes オフライン用（LT、Proxy） 19GB (ProRes Proxy, FHD, 24fps)

Avid DVxHD/DNxHR オフライン用（SQ、LB）） 17GB (DNxHD LB , FHD, 24fps)

リニア PCM ステム -

編集情報

EDL、XML、OMF、AAF 映像編集情報 -

CDL、LUT 色補正、グレーディング情報 -

各アプリケーションの
プロジェクトファイル

映像編集、音の仕上げ、
グレーディング

-

原版データ
記録

流通用の作成

DPX 連番 10bit/16bit、Linear/Log 430GB (DPX, 10bit, Log, 4K, 24fps)

Apple ProRes 4444、422HQなど 381GB (ProRes422HQ, 4K, 24fps)

リニア PCM WAV(24bit・48kHz) -

流通用データ

記録
流通
鑑賞
広報
研究

JPEG2000 DCP用 112GB (JPEG2000, 250Mfps)

H.264/MPEG-4 AVC Blu-ray 用、配信用 18GB (H.264, 40Mfps)

MPEG 2 DVD用 4.4GB (MPEG2, 9.8Mfps)

リニア PCM DCP用、Blu-ray 用 -

AAC 配信用 -
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メタデータ項目例

推奨項目名 推奨表記例

会社名
製作社名（作品の権利者）と発注元社名（プロダクションなど）の併記が望ましい
※ 製作社名／発注元社名

タイトル ※ 作品名

作品時間 秒数まで記載が望ましい　※ ○時間○分○秒

タイプ・バージョン DSM、保存用DCP などの表示　※ □ DSM　□ DCP...

作業日 当該メディアが作成された年月日　※ ○年○月○日

公開日 作品の公開年月日（放送年月日）　※ ○年○月○日

フレームレート
タイムコードがある場合はドロップ、ノンドロップを併記する
※ □ 24.00fps　□ 23.98fps　□ 29.97fps　□ 59.94fps　□ DF　□ NDF

ファイルサイズ 当該メディアに収録されている総データ量　※ ○ TB　○ GB...

ファイルシステム
LTO の場合　※ □ LTO-6/LTFS　□ LTO-6/TAR...
HDD の場合　※ □ exFAT　□ NTFS　□ HFS+(MacOS)　□ ext3(Linux)...

ファイル形式
DSMの場合　※ □ DPX(10bit Log)　□ TIFF(16bit Linear)　□ ProRes HQ(8bit Linear)...
保存用 DCP の場合　※ □ JPEG2000　□ Interop　□ SMPTE...

暗号化 保存用DCP の場合のみ表記。DSMの場合は不要　※ □暗号化あり　□暗号化なし

色域／色温度／ガンマ

制作時の視環境を表記
色域　※ □ Rec.709　□ DCI-P3　□ DCI X’Y’Z’ □ Rec.2020　□ ACES...
色温度　※ □ D65(6500K)　□ D93(9300K)...
ガンマ　※ □ 2.2　□ 2.4　□ 2.6...

解像度
画素数と呼称の併記が望ましい
※ □1998×1080 （2K）　□2048×1080（2K）　□3840×2160（4K）　□4096×2160（4K）
　 □ 1920×1080（HD）...　

上映画郭
比率と呼称の併記が望ましい
※ □ 1.85:1（ビスタ）　□ 2.35:1（シネスコ）　□1.66:1（ヨーロッパビスタ）　□16:9（HD）...

音声フォーマット 音声同梱の場合　※ □ 2ch　□ 5.1ch　□ 7.1ch　□ドルビーアトモス ...

音声ファイル形式
音声同梱の場合。サンプリング周波数、ビット数の併記が望ましい
※ □ WAV(48kHz 16bit)　□ WAV(96kHz 24bit)...

ファイル名 ファイル名およびフォルダ階層をできるだけ詳細に記述

備考

その他の記載項目
・同梱ファイルの情報（例：LUT、字幕データ、白素材の有無など）
・巻別、巻つなぎ編集済などの情報
・ソース情報（例：D2テープからのHDアップコンバートなど）

作業担当社連絡先
当該メディアを作成したポスプロの連絡先
※ 会社名、住所、電話番号 ...

引用・参考：日本映画テレビ技術協会 映像プロセス部会 デジタルメディア記録票標準化ワーキンググループ
　　　　　　「保存用DCP、DSMのデジタル記録票における推奨項目と表記例」

※ 青字部分は元村が加筆、修正した箇所
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長期保存データに対する10の脅威とその対策法

脅威の種類 解　　説 対　　策

大規模災害
Large-scale disaster

• 洪水、火災、地震、戦争など。保管場所、保
存メディアを破壊
• 付随する停電にも要注意

• 防災設備の整った場所に保管
• 災害の脅威の異なる場所にコピーを保管する

人的ミス
Human error

• 誤ってデータを上書き、削除してしまう
• 誤ってメディアを破損してしまう

• 複数のコピーを保存する
• 消去できないメディアの選択
• メディアに「消去不可」など記載
• 作業手順のマニュアル化

メディアの劣化
Media faults

• メディアの支持体、記録部分の劣化。データの
読み出しができなくなる

• 温度、湿度の管理
• 種類の異なるメディアにコピーして保存
• 定期的にファイル不変性を確認

ハードウェア・ソフトウェア・
ネットワーク障害
Component faults

• メディアの読み取り装置の故障、再生用アプリ
ケーションの不具合、ケーブルの断線など。
• 長期間通電させていない装置に通電させると故
障する場合もある

• 定期的にアクセスできるか確認
• 装置自体のバックアップを残す

コストの負担
Economic faults

• データを読み書きする装置、メディアの費用
• 置き場所や保存環境を維持する費用
• データやメディアを更新する費用
• それらを支える人件費

• 各自の状況に適した、無理のない保存計画を
立てる

サイバー攻撃
Attack

• サーバー攻撃、ウィルス、マルウェアによるシス
テムの破壊、データの破壊、改ざん、不正コピー

• オフライン環境で保存する
• セキュリティソフトの更新
• アクセス制限をかける

会社・組織の消滅
Organization faults

• 保存を担当する部署に対する脅威。合併、買収、
倒産など

• 常日頃から保存の意義について理解を求める
• 保存に関するルールをつくる
• 消滅した場合の移管先を決めておく

メディア・ハードウェアの
陳腐化
Media/hardware 
obsolescence

• メディアやハードウェアが生産中止になったり、
バージョンが上がるなどの理由でデータが読め
なくなる
• コネクタの種類にも要注意

• 陳腐化の監視
• データが読めるうちに、別のメディアもしくは
新しいバージョンに保存し直す
• 広く使用されている、標準化されたメディア、
ハードウェアを使用する
• メディアのバージョン情報を記録し残しておく

ソフトウェア・データフォー
マットの陳腐化
Software/format 
obsolescence

• ソフトウェアが生産中止になったり、バージョン
が上がるなどの理由でデータが読めなくなる

• 陳腐化の監視
• データが読めるうちに、別のメディアもしくは
新しいバージョンに保存し直す
• 広く使用されている、標準化されたソフトウェ
ア、データフォーマットを使用する
• ソフトウェアのバージョン情報、データフォー
マットの種類を記録し残しておく

周辺情報・メタデータの喪失
Lost context/metadata

• データに関する情報やデータが記録されず、
残っていないと、当初の意図通りに再生されな
いこともあり得る。
• 著作物の場合は著作者、著作権者の情報が失
われると利用するのに障害となる

• 周辺情報、メタデータを記録し、メディアとセッ
トにしておくか、容易に参照できる仕組みを作っ
ておく

引用・参考：
脅威の種類については、"Retaining Information for 100 Years"（Mary Baker and Roger Cummings, Storage Networking 
Industry Association, 2009）を参考に意訳した。引用元の英語も併記しておく。
対策については、"The NDSA Levels of Digital Preservation: An Explanation and Uses"(Megan Phillips, Jefferson 
Bailey, Andrea Goethals, and Trevor Owens, The National Digital Stewardship Alliance, 2013) を参考に、翻訳、作成した。
※ 青字部分は元村が加筆、修正した箇所
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ボーンデジタル映画に関わる用語解説

あ

アーカイバル・ディスク、AD（Archival Disc）
　2014 年にソニーとパナソニックが策定した次世代光ディスク。
Blu-ray ディスクと比べて容量が大きく、寿命が長い。ディスク１枚
あたりの記録容量は、第 1世代が 300GB、2018 年に発売された
第 2 世代が 500GB、将来発売される第 3 世代が 1TBである。複
数枚のディスクをカードリッジに収めた形で製品化されている。ソ
ニーがオプティカルディスク・アーカイブ（ODA）、パナソニックが
freeze-rayという商品名で販売している。両社が発行した白書によ
ると、推定寿命は常温環境下で100 年と予測されている。磁気テー
プと比べて環境耐性が強いとされる。

圧縮、データ圧縮
　より小さな容量のデータに変換すること。圧縮した後に元のデー
タに戻すことのできる圧縮方法を可逆圧縮、元には戻らない方法を
非可逆圧縮と呼ぶ。動画においては様々な圧縮方法があるが、基
本的な考え方としては、共通した部分、あるいは似通った部分を省
略して記録することでデータ容量を小さくする。動画を構成する１つ
１つの静止画（フレーム）に対し、1フレーム内の情報のみを用い
て圧縮をかけることをフレーム内圧縮、連続する前後のフレーム情
報を用いて圧縮をかけることをフレーム間圧縮と呼ぶ。

色温度
　色を表す尺度の一つ。仮想の物質である黒体を燃焼させた時に
発せられる色をその時の絶対温度（K＝ケルビン）で表す。色温度
が高いと青みが強まり、色温度が低いと赤みが強まる。ボーンデジ
タル映画の保存においては、視環境を表す要素の一つである白色
点を記録するのに色温度を用いる。

色空間、カラースペース
　色域を示す際など、色を幾何学的に表示する際に用いる三次元
空間。

インターフェース
　英語では「接点、境界面」などの意味を持つ。情報技術分野で
は、コネクタ形状など二つのものが接続・接触する箇所の取り決め
や、両者の間で情報や信号などをやりとりするための手順や規約を
定めたものを意味する。

エミュレーション
　デジタル保存戦略の1つ。新しい環境の中に過去の環境を模倣
して再現し、過去のデータのまま新しい環境の上で再生すること。
デー
タの完全性が維持されるものの、ハードウェアやソフトウェアの全
てを模倣するため技術的難易度は高い。

オープンソース
　技術の原理や構造、プログラム内容を公開し、特定の権利条件
に従い、自由に利用や改変をできるようにする。特定の企業に依存
する状態（ベンダーロックイン）からの脱却が可能となる。はやりす
たりがあり、オープンソースのコミュニティが維持されるか注視が 
必要。

オフライン編集
　データ容量の大きなオリジナルの撮影素材を用いて編集を行う
と、作業効率が悪化するため、データ容量の小さな中間素材に変
換して編集すること。その編集情報を元にオリジナルの撮影素材を
編集する（オンライン編集）。元々は、ビデオテープの編集や、フィ
ルムからビデオテープに変換してから編集することを指す言葉だっ
たが、ボーンデジタルの作品でも用いられている。

か

解像度
　動画は連続した静止画の集まりだが、１つ１つの静止画（フレー
ム）は、水平方向、垂直方向に並ぶ多くの画素で構成されている。
同じ大きさの画面であれば、画素数が多くなるほど精細度が上がる。
カメラの機種、設定によって解像度は変わる。解像度が上がるほ
ど、データ量も大きくなる。Full HD（FHD）の解像度は 1920×
1080、2K DCPの最大の解像度は 2048×1080、4K DCPの最大
の解像度は4096×2160。

仮想化
　1台のコンピュータを複数台であるかのように動かしたり、複数
台のコンピュータを1台であるかのように動かす技術。複数台のハー
ドディスクドライブ（HDD）を1台のストレージとして使うことも、
仮想化の一つ。アクセス速度を向上させたり、1台のHDDが故障
しても、データが失われるのを防ぐといった構成が可能となる。

可用性
　システムが継続して稼働できることや、利用者が必要なときに使
用可能な状態にできる能力のこと。情報セキュリティの用語。

カラーコレクション → グレーディング

カラースペース → 色空間

カラーマネジメント
　色や明るさ、コントラストといった要素は、同一の画像・映像で
あっても、撮影や表示を行うデバイスによって異なる。これを管理し、
画像を正しく処理、表示するための管理を行うこと、そのための手
法。

完全性
　情報が正確であり欠落がないとともに、改ざんや誤りがないこと
を保証する能力のこと。情報セキュリティの用語。
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ガンマ値
　入力値と出力値の関係を表す数値。画像処理においては、入出
力時における階調の変化特性を表す。入力値を底、ガンマ値を指
数とし、べき乗することで出力値が求められる。入力値を横軸、出
力値を縦軸にとり、この関係をグラフに描く。こうして描かれた曲
線をガンマ曲線と呼び、このような変換をガンマ補正と呼ぶ。
　光がカメラでビデオ信号に変換される時や、ビデオ信号がプロ
ジェクタやディスプレイで光に変換される時にガンマ補正がかけら
れる。出力先や設定によって基準となっているガンマ値は 1.9、2,2、
2.4、2.6 など複数存在する。

輝度
　単位面積あたりの明るさの度合い。

機密性
　情報へのアクセスを制限する度合い。情報セキュリティの用語。

クラウドサービス
　自分のコンピュータではなく、インターネット上でデータを管理し
たり、アプリケーションを動かしたりするサービス。サービス事業
者のストレージにデータを保存するサービスを特にクラウドストレー
ジと呼ぶ。データ容量に応じたコースを選び保管料を払うのが一般
的。頻繁にアクセスすることの無いデータを格納することに適した
ストレージ=コールドストレージを用いたサービスは、保管料は比
較的安価だが、データを取り出す時に料金が発生する、という長
期保管に適したサービス。

グレーディング
　映像の階調と色を表現意図に合わせて調整すること。カラーコレ
クション（色補正）も同義だが、両者を使い分けるケースも見られる。
その使い分け方には諸説ある。

クロマ
　彩度、あるいは色相も含めた色を表す情報。色の情報を伝送す
る信号を指す場合もある。

クロマサブサンプリング
　人の視覚は明るさに対する感度よりも色に対する感度は低い。そ
の特性を生かし、明るさの情報量はそのままに、色に関する情報だ
けを間引く圧縮方法。
　一般的なビデオカメラは、イメージセンサーが受け取った光をま
ず、赤（R）、緑（G）、青（B）の数値をもったデータ（RGBデータ）
に変換する。さらに、RGBデータは、ルーマ（Y’＊）、クロマ（CB,CR）
の数値をもったデータ（Y’CBCR データ）に変換される。映像のコー
デックで見られる「422」とは「Y’:CB:CR=4:2:2」を表し、4ピクセル中、

ルーマ（Y’）は 4ピクセル分、クロマ（CB,CR）はそれぞれ 2ピクセ
ル分記録するという意味で、色情報だけ半分間引いていることを示
している。
＊ Y’……「’」はガンマ補正をかけたことを表す。輝度 Yにガンマ
補正をかけたものがルーマ

原版データ、DSM（Digital Source Master）
　編集やグレーディングなどの制作工程を終え、作品として完成し
た状態の画像データおよび音声データ。このデータから様々な流通
用データを作成する。DCP やDCDMと異なり、決められた規格
があるわけではないが、できるだけ高品質な画像、音声で作成さ
れることが望ましい。

コーデック
　情報を符号化する際の手法。符号化（エンコード）された情報を
解読するには復号（デコード）が必要となる。

コンテナ形式、コンテナフォーマット
　動画データ、音声データなどの各種データを収納したファイルの
形式。たとえば、映像分野でよく使用される「MOV」を拡張子とす
るQuickTimeフォーマットは、動画データのみ、音声データのみ、
あるいは動画・音声両方のデータなど、様々な種類のデータを様々
な組み合わせで収めることができる。DCPにおいて、動画データ
JPG2000 は MXF（Material Exchange Format）というコンテナ
形式のファイルに収められる。

コンフォーム
　オフライン編集により生成された編集情報を元に、撮影素材また
は中間素材を編集すること

4:4:4　Y’,CB,CRすべて記録

ピクセル

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

4:2:2　Y’はすべて記録、CB,CR は4 つのうち2つ記録

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’ Y’ Y’ Y’

Y’ Y’ Y’ Y’

4:1:1　Y’はすべて記録、CB,CR は4 つのうち1つ記録

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’
CB CR

Y’ Y’ Y’ Y’

Y’ Y’ Y’

Y’ Y’

Y’ Y’ Y’

0 INPUT

O
U
TP
U
T

1 0 INPUT

O
U
TP
U
T

10 INPUT

ガンマ＝1 ガンマ＝2.5ガンマ＝0.45

O
U
TP
U
T

1
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さ

撮影素材（データ）
　カメラ内部、もしくはカメラに接続した外部レコーダーで記録され
た映像データ。カメラ、レコーダーによって決められた解像度、フ
レームレート、圧縮形式などを選択できる。高品質の映像を記録す
る場合、メディアへの書き込み速度への対応と容量が必要となる。

サンプリングレート、サンプリング周波数
　アナログ信号をデジタル信号に変換する際の単位時間あたりのサ
ンプリング回数。１秒間あたりのサンプリング回数をHz（ヘルツ）
という単位で表す。原則としてターゲットとなる信号の再現には、
その 2倍以上のサンプリングレートが必要となるため、映画の現場
では、人間の可聴域 20Hz～ 20000Hz の 2 倍を目安に 48000Hz
以上のサンプリングレートで録音される。

色域
　使用する機器により表現可能な色の領域のこと。HDTV向けの
Rec.709、デジタルシネマ向けの DCI P3など。CIE 色度図上の
領域として示されることが多い。

磁気ディスク
　円盤状の板に塗布または蒸着された磁性体に磁気を帯びさせる
ことでデータを記録するメディア。かつてコンピュータ用のメディア
として普及したフロッピーディスクは、メディアと記録・再生を行う
装置（ドライブ）が分かれていた。現在コンピュータをはじめ様々
な機器のメディアとして広く普及しているハードディスクドライブ
（HDD）は、メディアとドライブが一体となっている。

磁気テープ
　帯状の薄いフィルムに塗布または蒸着された磁性体に磁気を帯び
させることでデータを記録するメディア。家庭用のオーディオ用、ビ
デオ用の磁気テープは広く普及したが、現在はほとんど利用されて
いない。業務用のビデオテープや大容量のデータ保存に使われる
データテープ LTO（Linear Tape-Open）は現在も一般的に利用さ
れている。LTOは最新の磁性体が導入されており、今もなお進歩

が続いている。

真正性
　情報セキュリティにおいて、真正性はデータに欠損や不整合がな
いこと。映画においては、オリジナルに対して同一であること、忠
実であることを指す。用いられる場面によって意味合いが異なる。

ストレージ
　データを保存する場所、機能のこと。

静止画連番ファイル
　動画を構成するフレームを１枚１枚、JPG、TIFF、DPXなどの
静止画ファイルとして保存されたファイル群。ファイル名に連続した
番号が付与されている。DPX （Digital moving-Picture eXchange）
は、フィルムをスキャンした画像を保存するフォーマットとして開発
され、タイムコードやリールナンバーなどのメタデータも記録できる。

た

中間素材
　ポストプロダクション作業を行う際、用途に合わせて生成される
素材。たとえば、高解像度の RAWデータは容量が大きくなるため、
そのまま編集することは難しい。そこで、仮に色を割り当てた低解
像度、低画質の中間素材を書き出し、編集に用いる。

著作権
　「思想又は感情を創作的に表現したもの」である著作物を生み出
した著作者を保護する権利。財産権と人格権に分けることができ
る。上映するなど、著作物を利用することを許諾するかわりに権利
料を得るというのが一般的なビジネスの形である。著作権の中には
著作物を複製する権利（複製権）も含まれるため、特定の機関を
除き保存のために複製を作るのにも著作権者の許諾が必要となる。
著作権法は改正頻度が高く、都度内容を把握しておく必要がある。

デジタルジレンマ
　米・映画芸術科学アカデミーが 2007 年に発行した、デジタル化
された映画の保存の問題に関する報告のタイトルが「ザ・デジタル・
ジレンマ」であり、デジタルデータの保存に関する脆弱性を表現す
る際に引用される。デジタルジレンマの日本語版は慶應義塾大学デ
ジタルメディアコンテンツ総合研究センター (http://www.dmc.keio.
ac.jp/digitalarchives/digitaldilemma.html) から、デジタルジレ 
ンマ 2 の日本語版は国立映画アーカイブ (http://www.nfaj.go.jp/
research/bdcproject/#section1-2) からダウンロードできる。

は

ハードディスクドライブ、HDD（Hard Disk Drive）
　磁気ディスクを記録メディアに用いた記録装置。円盤状のアルミ
ニウムやガラスの薄い板に磁性体を蒸着させたプラッタと呼ばれる
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メディア、プラッタにデータを読み書きする磁気ヘッドとそれを動か
すアーム、他の装置と接続するためのインターフェースなどをケース
に収めた装置。頻繁にデータを読み書きするメディアとして利用さ
れる。様々な記録容量のHDDが発売されている。最大で 14TB
の容量を持つものがある。

白色点
　プロジェクタやディスプレイで基準となる白色を置いている位
置。色温度、CIE 色度図上の座標、CIE 光源名として表記される。
HDTV、UHDTVの国際標準は、色温度 6500K、CIE 色度図上の
座標x=0.313,y=0.329、CIE光源名D65と定められている。しかし、
日本、中国、韓国などでは 9300K（x=0.283,y=0.297、D93）を使
用することが多い。デジタルシネマでは、6300K（x=0.314,y=0.351）
と定められている。

光ディスク
　透明なアクリルなどによって保護された記録面に、光学特性の
異なる微細な領域を作ることでデータを記録する円盤状のメディ
ア。レーザー光を当て、反射光の違いを感知しデータを読み取
る。代表的なメディアとして、CD（Compact Disc）、DVD（Digital 
Versatile Disc）、BD（Blu-ray Disc）が挙げられる。

ファイルシステム
　デジタルファイルを組織化するための特定のあらかじめ確立さ
れた構造。記録メディアに新たに特定のファイルシステムを持た
せる作業のことを初期化、あるいはフォーマットと呼ぶ。NTFS
（Windows）、HFS+(Mac OS)、exFAT、ext3（Linux）などの形
式がある。デジタルシネマプロジェクタのサーバにDCPを読み込
む際、ext3などの特定のファイルシステムにフォーマットされたメディ
アしか認識しないサーバも存在するため注意が必要である。

ファイル不変性、File Fixity
　ファイル不変性はファイルを構成する電子情報に全く変更がない
ことを示す。不変性の検証には、元データから一定の計算手順によ
り求めた規則性のない固定長の値（ハッシュ値）を使う。

フラッシュメモリ
　半導体素子を利用し蓄積・放出された電子の量によってデータを
記録するメディア。電源を切ってもデータが保持される。代表的な
メディアとしてUSBメモリ、SDカード、SSDが挙げられる。読み
書き速度は高速だが、書き込みと消去を行う度に劣化する。

フレームレート
　動画を構成する単位時間あたりのフレーム数。一般的に１秒間あ
たりのフレーム数を指し、単位は fps（frames per second）で表す。
フレームレートが高くなればデータ量も大きくなる。一般的な映画
は 24fps。

プロキシ、Proxy
　大容量であったり、高性能な再生環境を必要とする動画ファイル
の内容を確認したり、編集する必要がある場合に、そのオリジナル
ファイルから生成した、より軽量化されたファイル。

編集情報
　撮影素材、録音素材など、映像・音声ファイルのどの部分をどの
ような順番で編集したかを記録した情報。EDL、XML、OMF、
AAFなど、様々なアプリケーションで開くことのできる汎用性の高
い形式から特定のアプリケーションでしか開けない形式まで様々あ
る。編集情報と素材、及びそれらを正しく認識する環境 (ソフトウェ
ア/ハードウェア ) が残されていれば、完成版が失われても再構築
することができる。

ま

マイグレーション
　デジタル保存戦略の1つ。データを移行すること。新しい環境
で昔のデータを再生するため、データ自体を新しい形に変換するこ
と。保存対象のビット列は変換される。広義では、保存対象のビッ
ト列を維持したたま、新品の同じ種類のメディアに移すこと（リフレッ
シュ）、保存対象のビット列を維持したまま、別の場所にある保存
環境・媒体に新しくデータをコピーすること（複製）もマイグレーショ
ンに含まれる。

メタデータ
　対象物を識別、探索、評価、維持管理するために付与されるあ
らゆる情報。データに関するデータ。
　 以下に大別される。
1. 記述メタデータ: 作品にたどり着くための目録情報など。
2.管理メタデータ:
2-1. 技術メタデータ:フォーマットなど、再生に必要な技術的情
報。
2-2. 権利メタデータ:アクセスし利用するための条件・許諾・手
続き情報。
2-3. 保存メタデータ:マイグレーションなど長期保存の処置など
を記載。技術的メタデータ相当の情報を含むこともある。
3. 構造メタデータ: 主にデジタル資源に対してファイル群の構成
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や管理情報を記載する。

目録、目録化、カタロギング
　目録は一覧、リスト、カタログなどの意味で使われる。目録化、
カタロギングは、目録を作成する作業。目録を記述する際の作成
単位の扱いや、個々のデータ項目値の記録方法などの記述規則が
定められていることもある。映画の分野では、2016 年 5 月、FIAF
（国際フィルムアーカイブ連盟）より「FIAF カタロギングマニュアル」
が発行された。「FIAF カタロギングマニュアル」の目録を国際的
に共通の形式で扱えるようにする動きがある。

ら

流通用データ
　劇場、ビデオパッケージ、放送、配信など、様々な流通形態に合
わせて、原版データから作成されるデータ。劇場でのデジタル上映
用のデータはDCPの形式をとる。

量子化ビット数
　動画データや音声データを扱う際に見られる「10bit」「24bit」な
どは量子化ビット数を表す。ビット（bit）とはデジタルデータの最
小単位で、1ビットは 0か1、2 通りの状態を表すことができる。色
や音などのアナログデータをデジタルデータとして近似的に数値化
することを量子化と呼び、その精度は量子化ビット数で表される。
映像については色深度、ビット深度とも呼ばれ、10bit＊と言えば、R、
G、BまたはY’、CB、CR の各値が 0 ～1023 の幅を持って表され
る映像ということになる。量子化ビット数がより大きくなれば、より
豊かな階調を持った映像になるが、データ量は大きくなる。
＊10bit……0、1の組み合わせが 10 個、つまり210 ＝1024 段階の精度を持っ

ているということ

録音素材（データ）
　マイクを通してレコーダーで記録された音声データ。レコーダーに
よって決められた量子化ビット数、サンプリングレート、コーデック、
チャンネル数を選択できる。邦画の場合、24bit、48kHzで録音さ
れることが一般的である。

1,2,3...　 A ─ Z

3-2-1ルール、3-2-1バックアップルール
　米・国土安全保障省の下部組織であるコンピュータ非常事態対
策チーム（US-CERT）が 2012 年に発表した重要データバックアッ
プルール。「3つの複製を保存」、「2 種類のメディアに保存」、「1つ
は離れた場所に保存」という3つの原則を示した。データを障害や
災害から保護する基本的な考えとしてデジタル情報の長期保存にも
取り入れられている。

AAF（Advanced Authoring Format）→ 編集情報

All-I → I フレーム、Pフレーム、Bフレーム

Apple ProRes（アップル・プロレズ）
　アップル社が提供している動画のコーデック。フレーム間圧縮を
行わないため、１フレーム単位の操作が求められる編集作業に利
用しやすい。また、コーデック、解像度、フレームレートの選択肢
が多いので、用途によって使い分けできる。

Avid DNxHD、Avid DNxHR
　Avid 社が提供している動画のコーデック。DNxHDは Digital 
Nonlinear Extensible High Definition の略。DNxHR は Digital 
Nonlinear Extensible High Resolution の 略。Avid DNxHD
は HD のみ、DNxHR はさらに 4K、8Kまで対応する。Apple 
ProRes同様、フレーム間圧縮を行わないため、編集作業に利用
しやすい。圧縮方法の選択肢も多いので、用途によって使い分け
できる。

bit → 量子化ビット数

CIE 色度図
　国際照明委員会（CIE）が定めた色空間をイメージしやすいよう
に二次元で表現した図。1931年、CIEは、赤（R）、緑（G）、青（B）
の量に、人が光を知覚する特性を加味した色の表し方を定めた。
これが、XYZ 表色系で、XYZを三刺激値と呼ぶ。さらに、Xの
混色比 xとYの混色比yを求め、それらを座標上に表したものが
CIE色度図である。色相と彩度を表し、釣り鐘あるいは馬蹄のよう
な形をとる。

DCDM（Digital Cinema Distribution Master）
　DCPを作成するための元素材。DSMから作成され、非圧縮の
画像、音声ファイルで構成される。DCI規格。

DCI（Digital Cinema Initiatives）
　2002 年、映画上映用データの規格策定を主目的として、当時の
ハリウッドの主要な映画製作会社（ディズニー、フォックス、MGM、
パラマウント、ソニー・ピクチャーズ、ユニバーサル、ワーナー・ブ
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ラザーズ）が結成したジョイントベンチャー。

DCI P3
　DCIが定めたデジタルシネマ向けの色域を指定する規格。

DCP（Digital Cinema Package）
　デジタルシネマプロジェクタで映画を上映するための画像、音、
字幕等をまとめたファイル一式。暗号化される場合もあり、その際
にはKDM（Key Delivery Message）と呼ばれる、プロジェクタ
と上映期間が指定された鍵データによって暗号解読されて上映され
る。画像のコーデックは非可逆圧縮のJPEG2000。定められた形
式で作成しないと上映できない。DCI規格。

DPX → 静止画連番ファイル

DSM → 原版データ

EDL（Edit Decision List）→ 編集情報

H.264／MPEG-4 AVC
　デジタルビデオカメラ、Blu-rayビデオなどで使われている動画
のコーデック。H.264、MPEG-4 AVC は同一の形式で「H.264/
MPEG-4 AVC」と並記されることもある。フレーム間圧縮も可能で、
圧縮方法の選択により圧縮率を高めることができる。

HDD → ハードディスクドライブ

Hz → サンプリングレート

 I フレーム、Pフレーム、Bフレーム
　MPEG-2 やH.264/MPEG-4 AVCなどのコーデックでフレー
ム間圧縮を行う際に用いられるフレームの種類。I（Intra-coded）
フレームはキーフレームとも呼ばれ、完全な静止画として記録され
るフレーム。P（Predicted）フレームは一番近い過去の Iフレーム
または Pフレームとの差、つまり、画像の中で変化した部分だけを
記録したフレーム。B（Bidirectional predicted）フレームは前後の
Iフレームまたは Pフレームの差だけを記録したフレーム。Pフレー
ムとBフレームは、差だけを記録しているため、データ量を小さく
することができる。その反面、他のフレームを参照して表示するた
めに演算が必要となり、処理速度が遅くなる。Iフレームと次の I
フレームまでにあるフレームを1グループと見なし、GOP（Group 
of Pictures）と呼ぶ。すべて Iフレームで構成する動画は、Short 
GOP、Intra、All-Iなどと呼ばれる。

Intra → I フレーム、Pフレーム、Bフレーム

LTO（Linear Tape-Open）
　1998 年に IBM、ヒューレット・パッカード、シーゲート・テクノ

ロジーが共同で策定したコンピュータ用の磁気テープ規格。カセッ
トテープのような巻き取り部がカセット内になく、再生機内に巻き
取られる。記録容量が大きいことが特徴。１カードリッジあたりの
記録容量は、2017年に発売された第 8 世代が 12TB（非圧縮時）、
将来予定されている第 12 世代が 192TB（非圧縮時）である。第 7
世代以前では 2 世代前まで、第 8世代以降では、1世代前までの
テープの読み書きが保証されている。富士フイルムは推定寿命を30
年と発表している。

MPEG-4 AVC → H.264

ODA → アーカイバル・ディスク

OMF（Open Media Framework）→ 編集情報

Proxy →プロキシ

RAID（Redundant Array of Independent Disk）
　複数のハードディスクドライブ（HDD）を1つのドライブとして
扱う技術。1つのHDDが故障した時に復旧することができるモード、
高速に読み書きできるモードなどを用途に合わせて選択できる。
　RAID0 はデータをブロック単位に分割し、複数のHDDに分散
して保存する（ストライピング）。高速に読み書きできるが、1つの
HDDが故障すると復旧できなくなる。RAID1は同じデータを2 つ
のHDDに保存する（ミラーリング）。保存できる容量が半分になる
が、1つのHDDが故障してもペアとなるHDDから復旧すること
ができる。RAID5 はデータをブロック単位に分割し、さらにパリ
ティと呼ばれるエラー訂正符号を生成する。データブロックとパリ
ティを複数のHDDに分散して保存する。1つのHDDが故障して
も別のHDDに保存されているパリティから復旧することができる。
RAID6 はデータをブロック単位に分割し、さらにパリティを2 つ生
成する。データブロックとパリティを複数のHDDに分散して保存
する。2 つのHDDが故障しても別のHDDに保存されているパリ
ティから復旧することができる。
　HDDの故障が同時期に起こりやすいこと、復旧時に高コストと
なりがちであることからデジタル情報の長期保存には向かないとさ
れる。

RAID 0

A1

HDD1

データ RAID システム

ストライピング

データ
A3 B1
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HDD2

B2

A
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RAWデータ（ローデータ）
　一般的なビデオカメラの場合、カメラ内のイメージセンサーで受
けた光は、明るさや色を調整され（画像処理）、圧縮され、記録
される。このようなプロセスを経ず、イメージセンサーで受けた光
の情報をそのまま記録したものが RAWデータである。基本的に
RAWデータはそのまま表示できないため、デジタル現像と呼ばれ
るプロセスを経て、何らかの動画ファイルに書き出される。RAWデー
タでの撮影には、書き込み速度が速く、大きな容量のメディアが必
要となる。

Rec.2020
　国際電気通信連合無線通信部（ITU-R）が定めたUHDTV向
けの色域・ガンマ値を指定する規格「ITU-R 勧告 BT.2020」に則っ
た色域。Rec.709と比べて色域が広がっている。

Rec.709
　国際電気通信連合無線通信部（ITU-R）が定めたHDTV向け
の色域・ガンマ値を指定する規格「ITU-R 勧告 BT.709」に則った
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パリティ

色域。国際電気標準会議（IEC）が定めた電子機器に広く用いら
れている規格である「sRGB」とほぼ同じ色域。

SSD（Solid State Drive）
　フラッシュメモリを記録メディアに用いた記憶装置。HDDの代替
装置として普及しつつある。モーターやアームといった物理的に動
作する部分があるHDDと比べて、省電力、軽量、静音、耐衝撃性、
読み書き速度などの点で優れている。しかし、容量あたりの単価は
高い。SSDに収録するタイプのデジタルシネマカメラや外部レコー
ダーも発売されている。寿命については、書き込みと消去を繰り返
すと劣化するので、使い方次第と言えよう。メーカーの保証期間は
3～10 年と製品によっても、ばらつきがある。

XML → 編集情報
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　羽田監督の現時点での最新作『そしてAKIKO
は… ―あるダンサーの肖像―』が公開された
2012年は、映画のデジタルシフトを象徴する
ような年といえる。1月にはコダックが米連邦
破産法第11条を申請、同年9月には富士フイ
ルムが映画フィルム事業から一部を除き撤退
することを表明した。これら一連の動きに最も
大きな影響を与えたのは、映画上映のデジタ
ル化、DCP（デジタルシネマパッケージ）上映の
普及である。これにより製作から流通までが
デジタルで行われ、一切フィルムを使わない
作品が主流化していくことになった。デジタル
データとしてのみ存在し、フィルムが存在しな
い作品に対する長期保存における課題――デ
ジタルメディア/フォーマットの変化が激しく、
直ぐに陳腐化してしまう――は、これまでも度々
指摘されてきたが、2012年を待つことなくこ
の課題に逸早く直面していたのが、ドキュメン
タリーや記録映画である。民生用のデジタル
ビデオカメラの活用など、撮影のデジタル化
が進行していたことに加え、多くの作品がシネ
マコンプレックスをはじめとした大規模な興行
に乗らないために、DCP上映の普及を待つこ
となく、DVDやBD（ブルーレイディスク）など
で早くからデジタル上映されてきたためだ。
　羽田監督による一連の作品は、まさにこの
課題の中にあった。フィルム製作からデジタ
ル製作へと移行した『あの鷹巣町のその後 前
後編』（2005年）以降、『あの鷹巣町のその後 
―続編－』（2006年）、『終りよければすべてよ
し』（2006年）、『嗚呼 満蒙開拓団』（2008年）は
DVDで上映され、続く『遙かなる ふるさと　―旅
順・大連―』（2011年）、『そしてAKIKOは… ―あ
るダンサーの肖像―』（2012年）はBDで上映が
行われており、何れもこれまでフィルム化が成
されていない。
　このような上映形態には、もう一つの課題
が潜んでいる。メディアとプレーヤーの互換
性や再生の安定性といった問題に加えて、プ
レーヤー、ビデオプロジェクター、あるいは
TVモニターなどの様々な組み合わせやセッテ
ィングにより、異なる上映環境が発生してしま
うという問題である。これは、将来にわたって
製作時に意図した作品の見え方を維持してい
く上で、重大な課題といえる。

　これら課題に対し、長期保存の観点からは

当然ながらフィルム化が一つの解決策として
考えられる。またDCP化も、現在最も普及し
ているデジタル映画の上映方式であるという
点に加え、国際的に標準化された上映環境を
規定しているという意味においても、将来に
わたる活用が期待できるものと考えられる。
そこで、デジタル映画の保存と活用に関して
調査研究を行うBDCプロジェクト（ニューズレ
ター121号参照）では、試行的な取り組みとし
て、『嗚呼 満蒙開拓団』の35mmフィルム化
を、その他についてはDCP化を行うこととな
った。実施においては、フィルムセンターが
依頼し、IMAGICAの技術協力の元、当該作
品の権利者である自由工房、及び継承会社で
ある彼方舎がこれにあたった。なお『嗚呼 満
蒙開拓団』以外の作品においても、将来のフ
ィルム化までを見据えたマスターデータの作
成を念頭に作業を行った。

　作業の内容として、製作時に意図された色
や明るさをはじめとした作品の見え方を、フィ
ルムあるいはDCPの上映環境下で実現するた
めに、改めてカラーコレクションを実施した。
これには各作品の製作意図を正確に把握し判
断を行う必要があるため、作品担当キャメラ
マン、あるいは撮影助手の方に監修いただき、
カット単位での細やかな調整を行った。また
色や明るさといった要素の他に対処すべき課
題としてフレームレートがある。通常、映画は
秒間24コマ（24fps）で製作されるが、当該作
品は主にテレビ製作や民生用ビデオ機器で採
用される秒間60フィールドにて製作されてい
る。フィルム化するには24fpsへの変換が必
須であり、またDCP化においても互換性を担
保するには24fpsが望ましい。この変換には、
動きの滑らかさを優先する方法や解像感を優
先する方法などいくつか存在する。フレーム
レートは作品の全体的な雰囲気に大きな影響
を与える要素であるため、収録されている映
像内容に適した変換方法をカット単位で選択
した。
　課題は音声にもおよぶ。本作は一般的な民
生ビデオフォーマットがそうであるように、左
右2つのスピーカーからそれぞれ音声が出力さ
れる2チャンネルステレオで製作されていた。
この際、画面中央に人物を捉えた構図など、
中心部に音像を定位させたい場合は、左右の

スピーカーから同じ位相、振幅の音声を出力
させることで、擬似的にそれを実現する（ファ
ンタムセンター）。一方これは、スピーカーと観
客の位置関係が一意に決まることが前提であ
り、TVモニターでの視聴などでは成立するが、
劇場においてはこの位置関係がまちまちであ
るため成立しない。そのため、モノラルから多
チャンネル化を遂げた映画音声の流れの中に
おいても、多くが実際にセンタースピーカーを
用いたフォーマット（ハードセンター）となってい
る。そこで本取り組みにおいても、当該作品の
録音技師がセンターチャンネルを加えるため
のミックスを行い、3チャンネル化を実施した。
　以上の対処を行い、これを基に、フィルム
化、及びDCP化を行ったものを羽田監督ご本
人に確認いただき、リマスタリングが完了した。
全ての工程で、画質・音質に大きな影響を及
ぼす判断が求められ、その何れも著作権者や
製作スタッフの深い理解と協力なしでは決し
て実現できないものであった。

　将来にわたる保存と活用を見据えたこの一
連の作業は、一方では、色調を変え、フレー
ムレートを変更し、音声チャンネルを追加す
るという、作品を“別の何か”に作り変えてしま
うリスクを内包するものでもあった。リスクと
共に、当時の姿を追い求める行為という意味
においては、修復・復元といった作業を想起さ
せるが、しかし今回は経年的な変化が問題で
はなく、むしろ製作と同時に生成される問題で
ある。この新しい課題により、製作者に対して
は作品作りと同時並行の保存への目配せが、
フィルムアーカイブに対しては作品製作に並
走しながらの積極的な関与が、それぞれにと
っての新たなチャレンジとして今後も求められ
ていくだろう。

（フィルムセンター特定研究員）
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